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３
月
で
定
年
退
職
す
る
徳

田
賢
二
経
済
学
部
教
授
の
ゼ

ミ
総
会
が
１
月
21
日
、
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
15
階
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
、
１
期
か
ら
28
期

ま
で
の
ゼ
ミ
卒
業
生
や
ゼ
ミ

生
ら
約
80
人
が
参
加

写

真
、思
い
出
を
語
り
合
い
、徳

田
教
授
に
感
謝
を
表
し
た
。

　
３
期
生
の
古
川
浩
史
さ
ん

（
平
５
経
済
）
が
あ
い
さ
つ

を
し
た
後
、
28
期
生
で
現
ゼ

ミ
長
の
外
谷
祐
人
さ
ん
（
４

年
次
）
が
「
討
論
、
プ
レ
ゼ

ン
の
演
習
、
社
会
人
と
の
多

く
の
交
流
、
大
事
な
仲
間
と

の
出
会
い
な
ど
貴
重
な
経
験

が
あ
り
、
自
分
自
身
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

徳
田
教
授
の
指
導
に
感
謝
の

言
葉
を
贈
っ
た
。

　
花
束
と
記
念
品
贈
呈
の
あ

と
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
徳
田

教
授
は
「
銀
行
マ
ン
か
ら
専

大
の
教
員
に
転
じ
29
年
。
ゼ

ミ
生
一
人
一
人
に
支
え
ら
れ

て
き
た
。
川
崎
市
の
長
沢
や

　
静
ま
ら
な
い

　
　
　
内
な
る
ざ
わ
め
き

 

前
田
巌
著

　『
静
ま
ら
な
い
内
な
る
ざ

わ
め
き
』
は
校
友
・
前
田
巌

さ
ん
（
昭
50
文
）
の
３
作
目

の
詩
集
に
な
る
。「
あ
し
た

こ
そ
青
葉
が
輝
く
」「
今
も

こ
の
目
に
優
し
く
浮
か
ぶ
」

な
ど
22
編
が
収
め
ら
れ
て
い

る
。
み
ず
み
ず
し
い
感
性
で

内
面
に
燃
え
る
生
命
へ
の
強

い
意
志
を
表
し
た
。

　
名
古
屋
市
出
身
の
前
田
さ

ん
は
高
校
時
代
か
ら
詩
を
書

き
始
め
た
。
文
学
部
国
文
学

科
に
学
ん
だ
専
大
時
代
は
、

同
期
の
舩
山
佳
和
さ
ん
（
昭

50
文
）
ら
と
と
も
に
同
人
誌

『
欅
』
を
創
刊
、
詩
作
に
励

ん
だ
。

　
詩
集
『
静
ま
ら
な
い
内
な

る
ざ
わ
め
き
』
希
望
者
は
前

田
さ
ん
へ
。
☎
０
５
２
・
３

５
１
・
１
２
８
１

（
砂
子
屋
書
房
・
本
体
１
５

０
０
円+

税
）

＜校友＞

校
友
会
情
報

〈
新
潟
県
村
上
・
岩
船
支
部

総
会
〉

▽
４
月
７
日
（
土
）
17
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
村
上
駅
か
ら
車
10
分

「
大
観
荘
せ
な
み
の
湯
」
問

横
山
政
信
氏
☎
０
８
０
・
５

５
４
７
・
９
４
８
７

〈
石
川
県
支
部
総
会
〉

▽
４
月
21
日
（
土
）
17
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
金
沢
駅
か
ら
車
10
分

「
金
沢
白
鳥
路
ホ
テ
ル
山

楽
」
問
丹
後
智
浩
氏
☎
０
９

０
・
８
２
６
６
・
１
６
２
６

〈
千
葉
県
支
部
連
合
会
総

会
〉

▽
５
月
13
日
（
日
）
11
時
40

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
千
葉
み
な
と
駅

か
ら
徒
歩
１
分
「
ホ
テ
ル
ポ

ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば
」
問
伊
藤

隆
文
氏
☎
０
９
０
・
７
８
２

９
・
５
６
４
６

竹
内
宏
氏
（
た
け
う
ち
・
ひ

ろ
し

昭
54
商
）
ク
リ
ナ
ッ

プ
㈱
代
表
取
締
役
社
長
執
行

役
員
に
４
月
１
日
付
で
就

任
。
本
社

東
京
都
。
住
宅

機
器
メ
ー
カ
ー
。

　
富
士
を
北
に
仰
ぐ
静
岡
県

沼
津
市
。「
お
地
蔵
さ
ん
の

寺
」
と
し
て
地
元
に
親
し
ま

れ
る
臨
済
宗
妙
心
寺
派
「
清

梵
寺
」
の
住
職
を
務
め
る
。

　「
僧
侶
は
葬
式
だ
け
で
な

く
、
人
の
話
に
耳
を
傾
け
、

寄
り
添
う
こ
と
が
大
切
な
役

目
」
｜
｜
。
24
年
間
保
護
司

を
務
め
、
犯
罪
や
非
行
に
走

っ
た
人
た
ち
の
更
生
を
支
え

て
き
た
。
昨
年
、
保
護
司
を

引
退
し
た
が
、
更
生
支
援
の

協
力
を
続
け
て
い
る
。
保
護

司
の
前
は
商
業
の
教
諭
と
し

て
高
校
で
教
べ
ん
を
執
っ
て

い
た
。

　
ま
た
、
同
寺

の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
木
造
地
蔵

菩
薩
が
鎮
座
す

る
本
堂
で
は
、

自
ら
出
演
す
る

ふ
れ
あ
い
合
唱

コ
ン
サ
ー
ト
を

行
う
な
ど
、
地

域
の
中
の
寺
の

可
能
性
を
広
げ

て
い
る
。

　
清
梵
寺
に
近

い
寺
の
住
職
の

次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
幼
い

こ
ろ
か
ら
経
を
上
げ
て
い

た
。
中
二
の
時
に
父
が
病

死
。
そ
の
後
は
兄
と
と
も
に

檀
家
と
の
交
流
活
動
を
行
っ

て
き
た
。
父
か
ら
は
「
将
来

は
何
を
や
っ
て
も
い
い
」
と

言
わ
れ
て
き
た
。
地
元
の
商

業
高
校
を
卒
業
後
、
専
大
に

進
学
。
卒
業
後
首
都
圏
の
企

業
に
籍
を
置
い
た
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
清
梵
寺
の
先
代
か

ら
「
跡
継
ぎ
に
」
と
い
う
誘

い
を
受
け
、
地
元
に
戻
り
仏

門
に
入
っ
た
。

　
専
大
時
代
は
、
男
声
合
唱

団
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
創
設
を

成
し
遂
げ
た
。
歌
う
こ
と
が

好
き
で
「
大
学
に
入
っ
た
ら

合
唱
サ
ー
ク
ル
に
」
と
決
め

て
い
た
。
し
か
し
学
内
に
男

声
合
唱
団
が
な
い
こ
と
を
知

り
奔
走
。「
な
せ
ば
成
る
」

の
一
念
で
１
９
６
３
年
、
メ

ン
バ
ー
二
十
数
人
で
グ
リ
ー

ク
ラ
ブ
を
誕
生
さ
せ
た
。
顧

問
の
教
授
を
通
じ
て
当
時
、

国
立
音
大
の
教
壇
に
立
っ
て

い
た
音
楽
家
・
岡
本
仁
さ
ん

を
訪
ね
、
指
導
と
校
歌
や
応

援
歌
の
編
曲
を
依
頼
。
グ
リ

ー
ク
ラ
ブ
の
礎
を
築
い
た
。

　
自
ら
は
学
生
指
揮
と
バ
リ

ト
ン
を
担
当
。
卒
業
後
「
後

輩
の
た
め
に
」
と
、
法
衣
姿

の
ま
ま
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
演

奏
会
に
か
け
つ
け
、
タ
ク
ト

を
振
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
昨

年
、
保
護
司
と
し
て
の
功
績

か
ら
藍
綬
褒
章
を
受
章
し
た

際
は
、
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
後

輩
た
ち
が
祝
賀
会
を
催
し
、

歌
で
祝
っ
て
く
れ
た
。

　「
人
と
人
と
の
絆
は
か
け

が
え
が
な
い
も
の
で
す
ね
」。

穏
や
か
な
笑
顔
で
語
っ
た
。

－話に耳傾け寄り添うことが役目－

静
岡
県
沼
津
市
清
梵
寺
住
職

肥ひ

　

だ田
　
英

え

い

臣
し

ん

さ
ん

（
昭
40
経
済
）

　
学
校
法
人
専
修
大
学
に
多

額
の
寄
付
を
い
た
だ
い
た
校

友
で
会
社
役
員
の
波
岡
實
氏

（
昭
34
商
経
）に
日
髙
義
博
理

事
長
が
感
謝
状
を
贈
っ
た
。

　
３
月
14
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
を
訪
れ
た
波
岡
氏
は
日

髙
理
事
長
、
佐
々
木
重
人
学

長
ら
と
懇
談
。「
寄
付
は
教

育
施
設
の
充
実
な
ど
に
役
立

て
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。

波
岡
氏
に
感
謝
状

感
謝
状
を
手
に
す
る

波
岡
氏
（
中
央
）

思い出語り合う　経済・徳田ゼミ総会

 

大
学
生
が
流
通
現
場
で
実

践
的
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
体
験
す
る
「
流
通
チ
ャ
レ

ン
ジ
塾
」
が
、
２
月
15
日
か

ら
11
日
間
、
ス
ー
パ
ー
「
サ

カ
ガ
ミ
」（
東
京
都
、
髙
橋

伸
明
社
長
）
駒
込
店
、
清
瀬

店
で
行
わ
れ
た
。
石
巻
専
修

大
学
経
営
学
部
か
ら
３
年
次

生
２
人
が
参
加
、
商
品
開
発

に
挑
ん
だ
。

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
加

藤
茂
夫
専
大
名
誉
教
授
が
学

長
を
務
め
る
人
材
育
成
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
流
通
農
業
大

学
」（
東
京
都
豊
島
区
）
が

企
画
。
同
大
学
は
２
０
１
０

年
に
当
時
サ
カ
ガ
ミ
社
長
だ

っ
た
坂
上
和
也
相
談
役
（
昭

45
経
済
）
が
設
立
し
た
。

　
男
声
合
唱
団
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
稲
垣
高

廣
代
表
・
昭
45
法
）
の
「
お

地
蔵
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
コ

ン
サ
ー
ト
」
が
３
月
３
日
、

静
岡
県
沼
津
市
の
清
梵
寺
で

開
催
さ
れ
た

写
真
。

　「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の

星
を
」「
シ
ク
ラ
メ
ン
の
か

ほ
り
」「
昴
」
な
ど
昭
和
の

名
曲
を
披
露
し
、
美
声
を
響

か
せ
た
。

　
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
は
グ
リ
ー

ク
ラ
ブ
の
Ｏ
Ｂ
合
唱
団
。
グ

リ
ー
の
創
始
者
で
あ
り
、
地

元
に
信
頼
の
厚
い
肥
田
英
臣

住
職
の
寺
で
コ
ン
サ
ー
ト
を

｜
｜
と
後
輩
メ
ン
バ
ー
の
提

案
で
始
ま
り
、
今
年
11
回

目
。
メ
ン
バ
ー
は
東
京
や
長

野
、
兵
庫
な
ど
か
ら
19
人
が

集
ま
っ
た
。

　
会
場
の
本
堂
は
１
６
０
人

の
地
元
の
人
々
で
埋
ま
り
、

「
男
声
合
唱
を
初
め
て
聴
い

た
」「
懐
か
し
い
メ
ロ
デ
ィ

ー
、
思
わ
ず
口
ず
さ
ん
だ
」

と
笑
顔
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
ほ
か
肥

田
さ
ん
が
指
導
す
る
檀
家
の

女
声
合
唱
団
や
、
青
年
僧
侶

の
ご
詠
歌
グ
ル
ー
プ
も
登

場
。
最
後
は
会
場
と
一
体
の

大
合
唱
と
な
っ
た
。

新
百
合
ケ
丘
地
域
で
ま
ち
お

こ
し
事
業
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
は
思
い
出
深
い
。
研
究
者

に
定
年
は
な
い
の
で
今
後
も

研け
ん

鑽さ
ん

を
積
ん
で
い
く
。
皆
さ

ん
の
成
長
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
」
と
あ
い
さ
つ
す
る
と

盛
大
な
拍
手
が
湧
き
起
こ
っ

た
。
25
期
生
の
平
田
茜
さ
ん

（
平
27
経
済
）
の
進
行
に
よ

る
ビ
ン
ゴ
大
会
で
は
、
徳
田

教
授
の
音
声
入
り
目
覚
ま
し

時
計
な
ど
が
景
品
と
し
て
贈

ら
れ
た
。

ス
ー
パ
ー
で
商
品
開
発

　
初
め
て
参
加
し
た
黒
川
端

樹
さ
ん
（
平
29
文
）
は
、
父

親
世
代
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒

に
な
っ
て
歌
っ
た
。「
会
場

の
皆
さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
て

う
れ
し
い
。
昭
和
歌
謡
は
親

し
み
や
す
い
歌
ば
か
り
」
と

話
し
て
い
た
。

　
参
加
し
た
石
巻
専
大
生
は

石
川
律
さ
ん
（
石
原
慎
士
ゼ

ミ
）
と
堺
康
平
さ
ん
（
李
東

勲
ゼ
ミ
）。
専
修
大
学
の
神

原
理
商
学
部
教
授
ら
の
講
義

を
受
け
、
店
舗
研
修
や
市
場

動
向
調
査
を
行
い
、
参
加
し

た
他
大
学
生
８
人
と
チ
ー
ム

を
組
み
総
菜
類
の
開
発
に
取

り
組
ん
だ
。

　
試
験
販
売
で
は
、
堺
さ
ん

ら
が
開
発
し
た
「
抹
茶
入
り

の
生
ソ
ー
セ
ー
ジ
」、
石
川

さ
ん
ら
が
開
発
し
た
「
南
部

ど
り
の
コ
ロ
ッ
ケ
」
と
も
好

評
。
コ
ロ
ッ
ケ
は
２
時
間
で

１
０
０
個
を
完
売
し
た
。

　
堺
さ
ん
は
「
サ
カ
ガ
ミ
で

し
か
買
え
な
い
も
の
を
意
識

し
て
研
究
し
た
」、
石
川
さ

ん
は
「
お
客
様
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
事
だ
と

実
感
し
た
」
と
充
実
し
た
研

修
を
振
り
返
っ
た
。

石
巻
専
大
生
２
人
が
参
加

店舗研修に取り組む堺さん（右）

♪ 

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

♬

沼
津
の
寺
で
コ
ン
サ
ー
ト

　専修大学は2019年に創立140年を迎えます。

また、石巻専修大学も18年に創立30年を迎え

ます。学校法人専修大学では、さらなる飛躍

と発展を期すため「専修大学創立140年・石巻

専修大学創立30年記念事業募金」（募集期間５

年間）を設け、広く募集を行っております。

　皆様方の温かいご支援、ご協力を賜ります

ようよろしくお願い申し上げます。

　お申し込み、お問い合わせは「専修大学募金

局」（☎03・3265・3157）へお願い申し上げます。

◆「古本募金」にご協力を
http://www.furuhon-bokin.jp/senshu-u/

募金局からのお願い

春のキャンペーン　10％UP実施中




